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南海トラフのM9クラス震源域におけるグリーン関数振幅の分布に関する検討
On the anomalies of distribution of Green’s function amplitudes for M9 source in Nankai
trough
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長周期地震動のシミュレーションにおける巨大地震のアスペリティや強震動生成領域の影響が大きい位置を検討した。震
源モデルとして地震本部 (2012)が提案した南海トラフのM9クラスのモデルを，地下構造モデルとしてKoketu et al.(2012)
による JIVSMの 3次元モデルを用いた。この地下構造モデルは長周期地震動シミュレーションの高精度化の一環として
作成されたモデルである。小断層は JIVSMモデルのフィリッピン海プレートの上面に沿って並べている。多数の小断層
(1000個以上)におけるグリーン関数を効率的に計算するため，相関法を用いた差分法を適用した。検討対象地点は図中
▲で示した大阪平野の中央部である

検討対象地点におけるグリーン関数の最大振幅分布を下図に示す。グリーン関数には周期 4-20秒のバンドパスフィル
ター処置をしている。黒で示した小断層のグリーン関数の最大振幅は大きくなり，白で示した小断層のグリーン関数の最
大振幅は 5倍程度小さくとなる。同図より，対象地点における振幅が大きくなる領域が，紀伊半島の南側にある東西に
細長い領域と駿河湾の北側にある比較的小さい領域の，2つ存在することがわかる。これらの領域の走向方向は 10-15km
の等深線のそれと良く一致し，対象地点はその走向に対してほぼ垂直方向に位置している。これらのことから，放射パ
ターンと特異な走向角・傾斜角の分布といったプレート形状の影響が大きいことがわかる。
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